
神奈川の風景「漁船と富士山」（令和８年１月、相模湾より） 

新年を迎えて 

～谷口中学校５０周年のアニバーサリーイヤーです！～ 
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明けましておめでとうございます。そして生徒の皆さんは、昨日までの１４日間の冬休み、計

画していたとおりの過ごし方ができたでしょうか。 

２学期にはインフルエンザが流行し、本校でも学級閉鎖がありました。１２月にはだんだん減

ってきたものの、市内ではまだ流行が続いていました。そのような中でも本校の教育活動を続け

ることができました。今年度も、谷口中生の皆さんが活動に真剣に取り組む姿、仲間と力を結集

して目標に向かう姿をたくさん見ることができています。３学期も引き続き、感染防止のために

できることを心がけながら、日々の活動に取り組んでいってほしいと思います。 

 

さて、３学期は、今年度の学びの集大成であると同時に、４月から次のステップに進むための

「０
ゼロ

学期」でもあります。また、３学期は１学期・２学期よりも短く、時間があっという間に過

ぎていくかもしれません。生徒の皆さんには、３学期が終わる頃、どのような自分でありたいか

をイメージして、一日一日を大切に歩んでいってほしいと思います。そのような皆さんを、学校

をあげて応援していきたいと思います。 

保護者の皆さま、地域の皆さま、関係諸機関の皆さまにおかれましても、今年も変わらぬご支

援をいただきますようよろしくお願い申しあげます。 

 

そして、令和８年はいよいよ、谷口中学校５０周年記念の年となります。 

谷口中学校は、昭和５２年４月にこの地に誕生しました。地域のめざましい発展とともに歩

み、今でも受け継がれているノーチャイム制、あいさつ運動、歌声活動などが伝統や習慣として

根付き、ここで学んだ多くの生徒・職員が一つ一つの歴史を刻みながら、今の谷口中を築いてき

ました。 

今年度から五十周年記念実施委員会を開き、記念事業の計画を進めています。令和８年度にか

けて、記念式典の開催（鶴舞祭文化の部と同日開催予定）、記念誌の作成などの取り組みを行う

予定です。 

谷口中学校が誕生して５０年。皆さんと谷口中で

出会い、一緒に過ごし、その節目となる令和８年

を、谷口中で一緒に迎えられたことには、感慨深い

ものがあります。 

学び多く、笑顔あふれるあたたかな学校を、こ

れからも皆でつくっていきましょう。 
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１月の生活目標  テーマ「決意」 

新たな決意を持って実行することにより感動のある生活を目指す 

ソフトテニス 相模原市１年生研修大会  女子ソフトテニス部  団体戦 ３位 

男子ソフトテニス部４校合同チーム  団体戦 準優勝 

 

 

部活動の主な結果                                                                                                                 

 

 

 
 

１月の主な予定 

谷口中学校だより 

 ８日（木） 始業式             １９日（月） Ⅳ期時間割開始、一斉下校 

 ９日（金） 最終下校が午後５時になります  ２１日（水） 代表委員会（３年生最終） 

１４日（水） 専門委員会（３年生最終）    ２２日（木） 学級プログラム委員 

１５日（木） 新入生保護者説明会       ２６日（月） 一斉下校 

１６日（金） 学校保健委員会         ２８日（水） 小中一貫の日（昼食なし一斉下校） 

（保健委員、生徒会代表）    ２９日（木） ３年生定期試験前学習会 

 

今後の社会情勢は、グローバル化、少子高齢化、情報化がさらに進んでいくと予想されて

います。予測困難な時代であっても、一人一人が夢や生きがいをもって豊かな人生を送るた

めには、自らの手で未来を切り拓き生きていくための力を育むことが求められています。 

相模原市では、子どもの「未来を切り拓く力」を育むため、キャリア教育の推進を図って

います。「キャリア教育」とは、「社会的・職業的自立に向けて、必要な資質・能力を育む

教育」のことです。キャリア教育によって、社会的・職業的自立に向けて必要な、次の４つ

の力が身に付きます。 

「つながる力」 ～考えの違う他者と折り合いをつける力～ 

「自律する力」 ～自らの立場・役割を理解し、主体的に生きていく力～ 

「乗り越える力」～様々な課題に前向きに向き合う力～ 

「見通す力」  ～学ぶことの意義を考え、将来を描く力～ 

授業や行事など、すべての教育活動においてキャリア教育を意識しています。 

相模原市のキャリア教育は、「縦の接続」と「横の連携」の二つの軸で進みます。 

「縦の接続」では、小中一貫の手立てを大切にしながらキャリア教育を推進します。市で

各学期に１回ずつ「小中一貫の日」が設定されており、この日に小学校・中学校の教職員が

集まって小中一貫の取り組みを進めます。共同で作成した「めざす子ども像」を共有しなが

ら、９年間を見通した教育活動を展開します。小中合同あいさつ運動や、２月の部活動見学

なども、キャリア教育の「縦の接続」を意識した取組の一環です。 

「横の連携」では、地域や家庭と連携して子どもたちを育てます。谷口中学校では、地域

の方に協力を得た２年生の「職場体験」や１年生の「職業講話」などを行っています。 

代表の教職員による定例会も定期的に行っており、今年度は幼稚園・保育園の先生も協議に

加わって、今後は幼・保・小・中の接続を見通したキャリア教育へと発展させていきます。 

 

【谷口中学校区「めざす子ども像」】 

・自ら学ぶ意欲をもち、心豊かに、たくましく生きる子 

・思いやりがあり、時と場に応じて思考し、適切な判断・行動ができる子 

・将来へのビジョンをもち、そこに向けて進もうとすることができる子 

谷口中学校のキャリア教育 


